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１年 保健体育              週３時間       
                                                                                   


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身につけたい力）                        


〇運動の特性に応じた技能を理解するとともに、基本的な技能を身に付ける。 


〇個人生活における健康・安全について理解する。 


〇運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて考え、判断するとともに、他者に伝える力を養う。 


〇生涯にわたって運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 


２ 年間学習計画と単元(題材)    


学
期 


月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


１ 
 


学 
 


期 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


２ 
 
学 
 


期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


３
学
期 


 


4 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
7 
 
 
９ 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
12 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 


・体つくり運動 
 
 
・体育理論 
 
 
 
 
・陸上競技 
・運動会練習 
 
・新体力テスト 
 
・器械運動 
 
 
・水泳 
 
 
 
 
 
・心身の発達と心の健康① 
 
・球技 
「ベースボール型」 
 
・陸上競技 
 
・球技 
「ネット型」 
 
・武道 
「柔道」 
 
 
 
 
 
・ダンス 
 
 
 
 
 
・陸上競技 
 
 
 
・心身の発達と心の健康② 
 
・球技 
「ゴール型」 
 
 
・主体と健康 
 


・体ほぐしの運動 
・体力を高める運動 
 
・運動やスポーツの必要性 
・運動やスポーツへの多様な


関わり方 
・運動やスポーツの楽しみ方 
 
・短距離走・リレー 
・種目の練習 
 
・新体力テスト計測 
 
・マット運動 
 
 
・クロール、平泳ぎ 
 
 
 
 
 
・身体機能の発達 他 
 
 
・ソフトボール 
 
・ハードル走 
 
 
・バレーボール 
 
 
・受け身、固め技 
 
 
 
 
 
・現代的リズムのダンス 
 
 
 
 
 
・長距離走 
 
 
 
・精神機能の発達と自己形成  


他 
 
・バスケットボール 
 
 
・健康の成り立ちと疾病の発


生要因 他 


・目的に適した運動を身に付ける。 
・仲間と自主的に関わる。 
・運動やスポーツの必要性や楽しさ、関わり方、


学び方を学習し、実技の取組に生かしてい
く。 


 
 
 
・基本技能を身に付ける。 
 
 
・技ができる楽しさや喜びを味わいその技がで


きるようにする。 
・基本技能を身に付ける。 
 
 
・測定の方法や測定する体力を覚える。 
・各泳法を身に付け、楽しさや喜びを味わう。 
・長時間続けて泳ぐ能力を身に付ける。 
・種目のルールややり方を覚える。 
 
 
・心身の機能の発達について理解する。 
 
 
・基本技能を身に付ける。簡単なゲームを展開


できるようにする。 
・リズミカルな走りからスムーズにハードルを


越える。 
 
・基本技能を身に付ける。簡単なゲームを展開


できるようにする。 
・技ができる楽しさや喜びを味わう 
・基本技能を身に付ける。 
 
 
 
 
 
・みんなで踊ることの楽しさを味わう 
・表現を通した交流ができる。 
 
 
 
 
・自分の能力に適した課題をつかみ技能を高


め、記録を高めることができる。 
 
 
・心の健康を保つ方法等について理解する。 
 
 
・基本技能を身に付ける。ゲームを展開できる


ようにする。 
 
・健康の成り立ちを理解し、生活に生かすこと


ができる。 
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３ 評価方法   
各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 ・各領域における「運動の特性や成り立
ち」、「技術（技）の名称や行い方」、
「関連して高まる体力」、「伝統的な考
え方」、「表現の仕方」などの知識習得、
理解ができている。 


・各領域の基本的な技能や動きを身に付
け、記録や技に挑戦し、簡易な試合や発
表ができる。 


・観察 
・学習ノート・学習カード 
・定期テスト 
・小テスト 
・レポート 
・記録測定 
・技能テスト 
・観察 


思考・判断・表現 ・学習した知識や技能を活用して、自己の
課題に応じた解決ができる。 


・自他の課題を発見し、合理的な解決に向
けて考え、判断するとともに、他者に伝
えることができる。 


・観察 
・学習ノート，学習カード 
・技能テスト、小テスト 
・レポート 


主体的に学習に取り組む
態度 


・各領域に自らすすんで取り組める。 
・公正に取り組むことができる。 
・ルールマナーを大切にしようとしてい


る。 
・お互いに協力できている。 
・自分の役割を果たすことができている。 
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大


切にしようとしている。 


・出欠席状況 
・観察、授業態度、発言等 
・小テスト 
・学習ノート、カードなど提出物 
 


                                                          
４ 授業の取組についてのアドバイス 


・欠席、見学をしないようにする。 


・授業に必要なものを忘れない。（体育着、教科書、保健体育ノート、ファイルなど）  


・意欲的に授業に参加する。（何事にも積極的にチャレンジする。記録向上を目指して努力する。協


力して活動する。準備や片付けに積極的に取り組むなど） 


・学習カードに具体的に授業でできたこと、課題、次回の取組を記入し提出する。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス  


・健康管理に気を付け、欠席のないようにする。 


・その日のうちに学習の振り返り（復習）を行う。 


・ランニングや筋力トレーニング、ストレッチなど日頃から基礎トレーニングを行う。   


 


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス 


  ・授業で配布されたプリントを活用する。 


  ・教科書、実技教科書（ステップアップ）、ワークなどを活用する。   


 ・授業での先生の話を集中して聞く。 


 ・疑問があれば先生に質問する  


 


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス  


・何事にも失敗を恐れずに積極的にチャレンジする。 


・授業の取組についてのアドバイスをよく聞き、実践する。 


・記録向上を目指し、繰り返し地道に努力する。 


・提出物を期日までに提出する。 
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１年 国 語    週４時間                                                                                            
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 
  言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し、適切に表現する資質・能
力を育成する。 
（１）知識及び技能に関する目標 
   ・言葉の特徴や使い方、情報の扱い方、我が国の言語文化に関すること等の「知識及び技能」を社会   


生活における様々な場面で主体的に活用できる能力を身に付ける。 
（２）思考力、判断力、表現力等に関する目標 
    ・互いの立場や考えを尊重し、言葉を通して正確に理解したり適切に表現したりする力を高めること。 
    ・筋道を立てて思考する力や豊かに想像する力を身に付ける。 
（３）学びに向かう力、人間性等に関する目標 
    ・言葉によって自分の考えを形成したり新しい考えを生み出したりすること、言葉から様々なことを    


感じたり、感じたことを言葉にしたりして心が豊かになること、言葉を通じて人や社会と関わり自    
他の存在について理解を深めることを、言葉の価値として認識できる能力を身に付けさせる。 


    ・相手、目的や意図、場面や状況に応じて適切な言葉を取捨選択し、文章の中で言葉が醸し出す味わ   
いを感覚的に捉えることができる能力を身に付けさせる。 


                                                                                               
２ 年間学習計画と単元(題材)               


学期 月 単元名・教材名 内容 達成目標(ねらい） 


１ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 


４ １ 豊かに想像する 
・朝のリレー 


・詩の内容理解と鑑賞 ・表現に着目しながら音読し、詩に込められたものの見
方や考え方を捉えることができる。 


・竜 ・登場人物の心情の変
化を捉える。 


 


・擬態語などの表現の工夫を理解できる。 
・描写をもとに登場人物の心情の変化を捉えることがで
きる。 


・楷書の点画の筆遣いを確かめて書く。 
５ ・グループディスカッシ


ョン 
・合意形成に向けての
話し合い 


・話題にそって話し合いをつなぐための方法を理解し、
議論や討論に活用することができる。 


・言葉発見① 
 


・日本語の文節や五十
音図の仕組み 


・音声の仕組みと働きについて理解できる。 
 


・漢字を身につけよう① ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 


・書写 ・筆記用具の持ち方 
・楷書 


・筆記用具の持ち方や楷書の書き方を理解し、書くこと
ができる。 


６ ２ わかりやすく伝える 
・ペンギンの防寒着 
・クジラの飲み水 


・説明文の基本構造の
理解 


・説明的文章の基本構造を理解し、段落相互の関係に
着目しながら、文章の内容を捉えることができる。 


・漢字のしくみ１ ・字体、画数、筆順 ・漢字の字体、画数、筆順について理解できる。 
・レポート ・表、グラフ、イラスト等


を用い、レポートを書く 
・構成や表現を工夫し、分かりやすいレポートを書くこと
ができる。 


・言葉発見② ・話し言葉と書き言葉 ・話し言葉と書き言葉について理解できる。 
・漢字を身につけよう② ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 
・書写 ・筆順 ・筆順の意義を理解し、意識して書くことができる。 


７ 
 
 
 
 
 


３ ものの見方・感性を
養う 


・空中ブランコ乗りのキ
キ 


・登場人物の相互関係
に着目し、内容を捉え
る。 


・登場人物の相互関係に着目しながら内容を読み取り、
登場人物の言動について自分の考えをもつことができ
る。 


・文法の窓１ ・言葉の単位、文節 ・言葉の単位、文節の関係について理解できる。 
・字のない葉書 ・登場人物の行動描写


に着目し、内容を捉え
る。 


・登場人物の行動描写に着目して読み、登場人物の人
物像や心情の変化を捉えることができる。 


・漢字のしくみ２ ・漢字の部首と成りたち ・漢字の部首と漢字の成り立ちについて理解できる。 


・随筆 
 
 
 


・日常の体験の中から
題材を決め、随筆を
書く。 


 


・日常生活の中から題材を決め、表現を工夫して随筆を
書くことができる。 


・交流を通し、表現の良い点や改善点を見つけることが
できる。 


・私の読書体験 
 


・読書の面白さを知る ・進んで読書に親しみ、読書を通して学んだことを実生
活に生かすことができる。 


・漢字を身につけよう③ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 


・書写 ・仮名 ・平仮名の特徴を理解し、意識して書くことができる。 
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３
学
期
 
 
 


９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


４ 論理的に考える 
・玄関扉 


・文章の構成に着目し 
て内容を捉える。 


・事実と筆者の考えを読み分け、文章の要旨を捉えるこ
とができる。 


・言葉発見３ ・指示語と接続語 ・指示する語句と接続する語句の役割を理解できる。 
・スピーチ 
 
 
 


・スピーチ発表会 ・話す速度や声量、間の取り方を意識して話すことがで
きる。 


・話し手が話しやすい環境（相づちやうなずき等）を整え
ながら聞くことができる。 


・漢字を身につけよう④ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 


・書写 ・漢字と仮名 ・漢字と仮名を交えて書く方法について理解して書くこと
ができる。 


10 
 


５ 古典に学ぶ 
・月を思う心 


・古典の世界を知る。 ・古典の世界への理解を深め、古典学習への意欲を高
めることができる。 


・竹取物語 
 


・音読 
・古文の内容理解 


・古文の仮名遣いやリズムに留意して音読できる。 
・現代との繋がりを考えながら読むことができる。 


・表現プラザ ・変わり身の上話を書き
発表する。 


・なり変わったものの特徴が表れるよう表現を工夫し、書
くことができる。 


・故事成語 
 
 


・音読 
・「矛盾」の内容理解 


・漢文の読み方や訓読の仕方を理解し、音読できる。 
・現代にも受け継がれる故事成語の由来について理解
できる。 


・漢字のしくみ３ ・漢字の音と訓 ・漢字の音と訓について理解できる。 


・漢字を身につけよう⑤ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 


・書写 ・漢字と仮名 ・漢字仮名交じりの特徴を理解し、調和のとれた文を書
くことができる。 


11 
 
 
 
 


５ 情報を関連付ける 
・複数の情報を関連付
けて考えをまとめる 


・複数の資料を関連付
けて読む。 


・複数の資料を関連付けて読み筆者の意見を捉え、理
解した内容をもとに話し合いをし、自分の考えを広げた
り深めたりすることができる。 


・学校案内リーフレット 
 


・構成や表現を工夫し
学校案内リーフレット
を作成する。 


・目的に応じ、構成や表現を工夫し、分かりやすい学校案
内リーフレットを作成することができる。 


 
・文法の窓２ ・単語の類別、品詞 ・品詞とその働きについて理解できる。 
・漢字を身につけよう⑥ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 


・書写 ・漢字と仮名 ・学習した技能を活用し、手紙を書くことができる。 
12 ７ 読みを深め合う 


・それだけでいい 
 


・詩の内容理解と鑑賞 ・詩の表現技法を理解する。 
・詩の中の言葉の意味を的確に捉えて、内容を理解でき
る。 


・言葉発見④ 
 


・比喩、反復、倒置、体
言止め 


・表現技法を理解し、活用できる。 
 


・詩 
 


・表現を工夫し、詩を書
く。 


・表現技法を活用するなど、自分の感じたことが効果的に
伝わるように表現を工夫し、詩を書くことができる。 


・トロッコ 
 


・人物の言動や情景描
写に着目して内容を
捉える。 


・人物の言動や情景描写に着目し、登場人物の心情の
変化や場面の展開を捉えることができる。 


・読書活動 ・グループで１冊の本を
読む。 


・進んで読書に親しみ、思ったことや感じたことをグルー
プで交流することができる。 


・漢字を身につけよう⑦ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。 
・書写 ・書き初めの練習 ・書き初めがもつ意義を理解し、既習事項を活用しながら


書くことができる。 
１ 
 
 
 
 


８ 視野を広げる 
・意味と意図 


・文章を要約し、内容を
捉える。 


・必要な情報に着目し、文章を要約して内容を捉えるこ
とができる。 


・言葉発見５ ・方言と共通語 ・共通語と方言の果たす役割について理解できる。 


・意見文 
 
 


・意見文発表会 ・自分の考えや意見を分かりやすく発表できる。 
・相手の意見発表を聞き、自分の考えを深めたり広げた
りできる。 


・漢字を身につけよう⑧ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方を理解できる。 
・書写 ・行書 ・行書の基本的な書き方を理解し、書くことができる。 
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２ ９ 振り返って見つめる 
・少年の日の思い出 
 
 


・語り手や登場人物の
視点に着目して読み
作品の主題を捉える。 


・場面展開や人物描写に着目して読み、作品の主題を
捉えることができる。 


・過去を回想する構成や語り手の視点を捉えることがで
きる。 


・漢字を身につけよう⑨ ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読みについて理解できる。 
３ ・グループ新聞 


 
・４、５人のグループで
新聞を作成する。 


・編集会議で情報を整理し、読みやすい新聞を作成す
ることができる。 


・書写 ・１年間のまとめ ・１年間の学習で学んだことを生かして作品を創ることが
できる。 


 
３ 評価方法                                                                   


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・常用漢字の大体を読むことができる。 
・表現するのに必要な語句の量を増やし、語感を磨き語彙を豊かに


することができる。 
・敬語など、相手や場に応じた正しい言葉遣いをすることができる。 
・情報の信頼性を確かめ活用することができる。 
・古典の世界に親しむことができる。 
・書写で学習したことを生活に生かすことができる。 
・読書の意義と効用について理解できる。 


・定期考査 
・漢字テスト 
・小テスト 
・ワークシート 
・書写の作品 
・読書記録 
 


思考力・判断力


・表現力 


・日常生活の中から話題を決め、表現を工夫して分かりやすく話す
ことができる。 


・必要に応じて記録したり質問したりしながら聞き、自分の考えを
広げたり深めたりすることができる。 


・構成や表現の仕方を工夫して、根拠を明確にしながら文章を書く
ことができる。 


・文章を要約したり関連付けたりしながら読み、内容を捉えること
ができる。 


・文章絵を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなも
のにすることができる。 


・定期考査 
・ノート 
・ワークシート 
・スピーチ 
・聞き取りメモ 
・作文等 


主体的に学習に 
取り組む態度 


・交流活動に意欲的に参加し、自分の考えを広げたり深めたりしよ
うとしている。 


・学習したことを積極的に生活に生かそうとしている。 


・ワークシート 
・交流メモ等 
・ノート 


                                                                          
４ 授業の取組についてのアドバイス                                                                                                                    
・発問に対しては、自分の頭で考え、友達との交流を通して、自分の考えを広げたり深めたりできるよ


うにしましょう。 
→友達の意見や考えを通して気付いたことを、ワークシートやノートに色ペンで書くなどして、自分の


思考の変容が分かるようにすると効果的です。 
・黒板に書かれたことは、きちんとノートに書きましょう。 
・友達の意見や先生の説明を聞いて、メモをとる習慣を身に付けましょう。 
・宿題や提出物は、期限を守って提出しましょう。 
・毎時間の授業の振り返りを行う際、次の授業における目標を自分で決めるようにしましょう。 
 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                                                                                        
・定期的に漢字テストを実施します。範囲も事前に示されているので、満点をとれるよう毎日練習しま 


しょう。 
・復習も大切ですが、予習をしてから授業に臨むようにしましょう。次の時間で学習する範囲を読み、 


  ワークをやっておくと授業内容がスムーズに頭に入ります。 
・読書の習慣を身に付けましょう。 


 
６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス                                                                                                            
・教科書、ノートを見直し、どの授業で何を学んだのかを振り返りましょう。 
・漢字の練習や文法の練習問題等、繰り返し何度も練習しましょう。 
・教科書ワークの問題を見直しておきましょう。 


 
７ 苦手な人の取組についてのアドバイス                                 
・漢字や文法の練習問題は、完璧に覚えるまで、繰り返し練習することが大切です。 
・教科書に傍線を引いたところは、重要な箇所です。ノートと照らし合わせながら、よく見直して 


   おきましょう。 
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１年 技術・家庭（家庭分野） 週１時間        


                                                                             


１ 教科の目標（学習のねらい、身に付けたい力）                        


 ○家庭科のガイダンスでは、小学校家庭科の学習を踏まえて、中学校３年間の学習の見通しをもって


取り組む態度を養います。 
 ○「食生活と自立」では、日常食の調理や献立作成などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、


中学生の栄養と調理についての基礎的・基本的な知識及び技術を習得するとともに、地域の食材に


ついての関心と理解を深め、これからの生活を展望して課題をもって食生活をよりよくしていこう


とする能力と態度を育みます。 
 ○衣生活の学習では、簡単な作品作りを通して基礎縫いの技術を身に付けます。 
 


２ 年間学習計画と単元(題材)               


 月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 


１ 


 


学 


 


期 


 


 


 


 


 


 


 


２ 


 


学 


 


期 


 


 


 


 


３ 


 


学 


 


期 


 


４ 


 


 


 


５ 


 


 


 


６ 


 


 


７ 


 


９ 


10 
 


11 
 


 


12 
 


 


１ 


 
２ 


 


３ 


・自立をめざして 


・わたしの成長と      


家族 


・中学生に必要な


栄養と食事 


 


 


 


 


 


・生活を豊かにす


るものの製作 


 


・食品の選び方 


 


 


 


 


・日常食の献立 


 


 


 


・調理を始めよう 


 


・簡単な調理① 


 


・簡単な調理② 


 


 


・よりよい食生活 


 


・中学校の学習の説明 


・自分の成長を振り返る


・食習慣と健康 


・５つの栄養素と水の 


はたらき 


・中学生の栄養の特徴 


・栄養素の働きと６つの


基礎食品群 


・中学生の１日分の献立 


 


・ティッシュケース製作 


 


 


・生鮮食品の特徴 


・加工食品の種類と特徴 


・食品の表示と選び方 


・食に関する調べ学習 


 


・肉・魚・野菜の性質と


特徴 


 


 


・食品や調理用具の安全


と衛生に留意した取扱


い 


・手軽に作れる1品料理の


調理実習 


・よりよい食生活の仕方 


 


・３年間の学習の見通しをもつ。 


・自分のこれまでの成長を振り返る。 


・自分と家族とのかかわりを考える。 


・食事の役割や食習慣の重要性が分かる。 


・栄養素の種類と水のはたらきが分かる。 


・中学生に必要な栄養の特徴が分かる。 


・１～６群の種類と概量が分かる。 


・中学生に必要な栄養素を満たす一日分の献立を


たてることができる。 


 


・基礎縫いの習得 


・刺繍などでアレンジすることで個性を出す。 


 


・生鮮食品の特徴と新古が分かる。 


・加工食品の特徴が分かる。 


・食品の表示と選択の仕方が分かる。 


・食に関する情報を収集整理することができる。 


 


・魚、野菜、肉の調理上の性質が分かる。 


・１食分の献立について食品の組み合わせを考え


工夫している。 


 


・調理に必要な手順や時間を考えて計画したり調


理を工夫したりしている。 


・料理は難しいものではなく自分でも作れること


を認識する。 


 


・自分や家族の食生活の課題を見つけ、改善策を


考えられる。 
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３ 評価方法                                                                   


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 ・実技において安全と衛生に留意し、食品や調理用具の適


切な取り扱いができる。 


・自分で考え手際よく丁寧に実習や実技テストができる。 


・生活に関する資料を活用した調べ学習に対し適切にまと


めることができる。 


・定期テストの技能の問題に答えられる。 


・定期テスト 


(知識の問題) 


・作業の進度 


・作品の完成度 


・定期テスト 


 


思考・判断・表現 


 


・ワークノートに学習したことを生かして生活の工夫を記


述することができる。 


・献立づくりや宿題に課題をもって取り組み、ワークノー


トやレポートに記入できる。 


・定期テストの思考・判断・表現の問題に答えられる。 


・ワークノートの意見記述 


・献立作成 


・宿題の内容 


・定期テスト 


 


主体的に学習に取


り組む態度 


 


・ワークノートに学習した内容を記入している。 


・教科書、エプロンなどの忘れ物が無い。 


・宿題などの提出物を怠りなく出している。 


・授業（実習）に意欲的に取り組んでいる。 


・ワークノートの記入 


・忘れ物、宿題等提出物 


・授業への取組 


 


                                         


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     


・教科書、裁縫道具、エプロン、宿題の提出など忘れ物をしない。 
・授業に集中して、ワークノートの記入をするとともに、必要なことはメモを取る。 
 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                                                                
・家庭において、特に“食”に関する仕事に積極的に取り組み、基礎的な技能や知識を身に付ける。 
・実習の前には、予習として家庭において練習してくるとよい。 
・予習をしない場合は、復習として調理実習で作った料理等を家庭において実践する。 
・学習した事柄や予習として、長期休業中に実践課題レポートの宿題を出すので、必ず取り組んで


提出する。 
・日頃から“食”について関心をもち、新聞やテレビなどで情報を得るように心掛ける。 
                                        


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            


・テスト範囲のワークノートを活用し、重要な言葉や数字を書き出したり、蛍光ペンなどでマーク


したりして覚える。授業中のアドバイスを毎時間メモし活用する。 
                                                                                              


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


・成長期の中学生にとってバランスのよい食事を摂ることが健康で丈夫な体作りのためにはとても


重要です。将来にわたって健康的な生活ができるように食事や自分の体に興味をもちましょう。


また、食事は生活を豊かにします。自分で食事の準備ができると楽しいものです。そのためにも


食材について関心をもちましょう。買い物や食事づくりのお手伝いを積極的に行い、家族の一員


としての役割を果たしていきましょう。  
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1 年  技術・家庭科 （技術分野） 週 1 時間                     担当 山崎 茂 


 


１  教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


○生活に役立つ技術に関する「基本知識」や「技能」、生活をより良くするための「創造」や「工夫」のしかたを


身に付ける。 


○実際に生活に役立つ作品を取り上げ、製作工程に従って作業を進めます。最後まであきらめず完成を目


指すことにより、達成感や成就感を味わい、ものづくりの喜びを実感する。 


 


2  年間学習計画と単元（題材） 


学期 月 単元名 学習の内容 達成目標（ねらい） 


１ 


学 


期 


４ 


 


５ 


 


６ 


 


 


７ 


 


９ 


 


10 


 


11 


 


12 


 


 


１ 


 


 


 


２ 


 


 


 


３ 


 


○ガイダンス 


○材料と加工に関する技術 


１．ものづくりの工夫と進め方 


２．材料 


 ・木材の特徴 


３．設計 


(問題の発見と課題の設定) 


 ・構想図 


 ・製作図 


４．製作 


 ☆木製品の製作 


 


  


 


 


完成・提出、まとめ 


 


 


○生物育成の技術 


1.生活や社会を支える技術


や身の回りにある技術 


 


 


2.栽培や飼育の技術 


 


・技術が生活の向上や産業の継承と発展に果たしている役割


について考える。 


 


・材料や加工に関する技術が果たしている役割について理解


できる。 


・使用目的や使用条件にあった機能と構造について理解でき


る。 


・材料の特徴と利用方法を理解できる。 


・材料に適した加工法を知り、工具や機器を安全に使用でき


る。 


・構想の表示方法を知り、製作図をかくことができる。 


 


・部品加工、組立ておよび仕上げることができる。 


 


・作業を振り返り、次の作品への課題を見つけることができる。 


 


 


 


 


・生物育成の技術が、生活や社会に果たしている役割について


考える。 


・作物や動物などに係る栽培・飼育・育成技術について知る。 


・問題解決の手順を知り、生物育成の技術を用いて解決したい


問題を見つけ、課題を設定する。 


・課題に基づき、育成計画を具体化する。 


 


・生物育成の技術の見方・考え方について考え、育成技術の適


切な活用について考える。 


 


２ 


学 


期 


３ 


学 


期 
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３． 評価方法                                                                   
各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 
・ものづくりや生物育成に必要で基礎的な技能を身に付
け、その技能を安全で適切に活用している。 


・作品 
・観察 
・定期考査 


思考・判断・表現 
・生活と技術の関わりについて見直し、課題を見つけ、そ
の解決を目指して自分なりに改良し応用、工夫につい
て考えている。 


・作品 
・作業進度表 
・観察 
・定期考査 


主体的に学習に 
取り組む態度 


・ものづくりや生物育成に関する技術について関心
をもち、生 活 を充 実 ・向 上 するために進 んで工 夫
し創造、実践しようとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・観察 
・定期考査 


                                         
                                         


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     
                                                                                 


・技術では何気ない作業の１つ１つの中にも自分で課題を見つけ、自ら考えて工夫しながら作業 
を進めてゆくことが大切です。 


例えばのこぎりで板を切断する場合、ただ単にのこぎりに力をこめて、前後に動かすだけでは
なく、微妙な力の入れ方と抜き方、刃を当てる、角度などさまざまなことをよく考え、試行錯誤をく
りかえしながら作業を進めていくことが重要です。 


    ・普段から授業の説明をよく聞き、重要だと思った点があれば、指示がなくても自らの判断でノ
ートに書き留めるなどの積極的な姿勢が必要です。 


 
                                                                                 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                   
                                                                                 


・技術科では家庭での予習は特に必要ありません。そのかわりにその日に学習した授業内容を 
よく思い出して、復習をしっかりするように心がけてください。                                         


                                         
                                                                                 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            
                                                                                 


   ・技術の試験問題には、実習時に説明した作品製作上のポイントや注意点などが多く出題されま 
す。 


    ・授業で使用したプリントを中心によく復習し、教科書の関連する部分にも目を通しておくように 
しましょう。                                                                                                          


                                                                                 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス                                 
                                                                                 


・技術の製作で重要なのは集中してていねいに作業に取り組むことです。 
     この点によく注意し、指示を守って取り組めば必ず良い作品を仕上げることができます。 


あきらめずにがんばって取り組んでください。                                                                              
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１年 数 学（習熟度別少人数） 週４時間 


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


週に４時間、希望制「習熟度別少人数クラス」を実施し、「数学の基礎学力の定着とよりきめ細かな指導」、


「自分から進んで学習に打ち込む生徒の育成」を目指します。一人ひとりの生徒の実態に応じて、より細か


な指導を行うことにより、全ての生徒が毎時間の授業で「分かった」という経験を実感して、学習効果とと


もに学習意欲の向上を図ります。学習内容は、まず正負の数を理解することから始まり、文字式、方程式、


比例・反比例、データの活用を扱っていきます。この一年で中学の数学の基礎・基本を学習するので、日常


的に学習したことを振り返りながら､しっかりと学習内容を身に付けることをねらいとします。また、通常の


授業とは別に、放課後補充教室、夏季補充教室を通して、既習事項の確認、計算力の充実を図っていきます。


どの単元においても、知識・技能を身に付けると共に、自ら考え、判断・表現する力、さらに、それらを生


かし、主体的に学習に取り組む態度を養っていくことも目標としていきます。年度当初は、小学校での結果


を参考に希望を出してもらいクラス編成を行います。今後はテスト終了後に申し出があれば変更していきま


す。 
２ 年間学習計画と単元の評価規準 


学


期 月 題材名・単元名 内 容 達成目標（ねらい） 


 
 
１ 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 


 


４ 


 


 


５ 


 


 


６ 


 


 


 


７ 


 


 


９ 


 


 


 


 


 


10 


 


 


 


 


 


 


11 


 


 


 


 


 


12 


 


 


 


１章 正の数・負の数 
１節 正の数・負の数 
２節 加法・減法 
３節 乗法・除法 
４節 いろいろな計算 
（単元テスト） 
（定期テスト） 


・正の数・負の


数 
・正の数・負の


数の計算 
・素因数分解 


・負の数の意味を理解し、正の数・負の数の必要性と有用性を知る。 
・正の数・負の数の四則について理解し、それらの計算ができるようにする。 
・四則計算の可能性について考察し、数の概念について理解を深める。 
・自然数を、それより小さい自然数の積で表すことができるように 
なる。 


・学んだことを生活や学習に生かし、問題解決の過程を振り返って


検討できるようになる。 
２章 文字の式 
１節 文字を使った式 
２節 文字式の計算 
３節 文字式の利用 
（定期テスト） 


・文字を使った


式 
 
・文字式の計算 


・文字を使って、数量や数量の関係などを式に表し、文字の必要性


と意味を理解する。 
・文字を使った式の表し方を理解し、それに基づいて式に表したり、


表された式の意味を読み取ったりして、文字の式の理解を深める。 
・簡単な一次式の四則計算ができるようにする。 
・学んだことを生活や学習に生かし、問題解決の過程を振り返って


検討できるようになる。 
３章 一次方程式 
１節 方程式 
 
２節 方程式の利用 
 


・方程式 
 
 
・一次方程式の


利用 


・方程式とその解の意味について理解する。 
・等式の性質を見いだし、それを利用して式を変形することで、方


程式が解けることを知る。 
・一元一次方程式の解法を理解し、その解法に習熟する。 
・方程式を生活や学習に生かし、問題解決の過程を振り返って検討


できるようになる。 
４章 比例と反比例 
１節 比例 
２節 反比例 
３節 比例・反比例の


利用 
（定期テスト） 


・関数 
・比例 
・反比例 
 
・比例・反比例


の利用 


・関数の意味を理解する。 
・具体的な事象の考察を通して、比例、反比例の意味を理解する。 
・座標の意味を理解する。 
・比例、反比例を表、式、グラフで表し、それらの特徴を理解する。 
・身近な事象から比例、反比例の関係を見いだし、表、式、グラフ


を相互に関連付けて考え、問題解決の過程を振り返って検討でき


るようになる。 
５章 平面図形 
１節 平面図形 
２節 作図 
３節 円 
 


・直線と移動 
・基本の作図 
・作図の利用 
・円 
 


・直線、線分、角の意味や表し方を理解する。 
・図形の移動の意味と、その性質について理解する。 
・２つの図形がどのような移動で重なるか多様な方法で考えようと


している。 
・基本的な作図のしかたについて理解し、それを利用することがで


きるようにする。 
・円についての基本的な用語の意味を知り、その表し方を理解する。 


６章 空間図形 
１節 空間図形 
 


・立体と空間図


形 
 


・いろいろな立体や、その見取図、展開図、投影図についての観察、


操作、実験を通して、立体についての理解を深める。 
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1 


 


2 


 


 


 


3 


２節 立体の体積と表


面積 
 
（定期テスト） 


・おうぎ形の 
計量               


・立体の体積と


表面積 


・空間における平面や直線の位置関係を理解する。 
・おうぎ形の弧の長さと面積が中心角に比例することを理解し、弧


の長さ、面積を求めることができる。 
・柱体の表面積、錐体や球の表面積や体積とその求め方について理


解する。 
・見取り図、投影図、展開図を関連付けて、具体物を数学的に捉え、


考察する。 
７章 データの活用 
１節 データの整理と


その活用 
２節 確率 
 


・資料の傾向を


つかみ説明し


よう 


・ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解する。 
・ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え説明することが


できるようにする。 
・累積度数、相対度数について理解する。 
・起こりやすさを表す数の意味を理解する。 
・データの傾向を読み取り、考察することができる。 


総復習 復習問題演習 一年間で学習した内容を理解でき活用できる。 


３ 評価方法 


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


○言葉の意味を理解している。 
○定理・公式を理解し、利用した計算ができる。 
○例題の解法を理解し、問題を解くことができる。 
○法則を理解し、利用した計算ができる。 


・定期テスト 


・小テスト 


思考・判断・表現 


○既習事項をもとにして、問題の解法を考察し、


表現することができる。 
○学習した事柄を具体的な場面で活用したり、説


明したりすることができる。 
○学習した事柄を相互に関連付けてみることがで


きる。 


・定期テスト 


・ノート（ワークシート） 


・単元ごとのレポート 


・テスト直しレポート 


主体的に学習に 
取り組む態度 


○学習した事柄について、学んだことを生活や学


習に生かそうとしている。 
○学習した事柄を利用し、問題解決の過程を振り


返って検討しようとしている。 


・ノート（ワークシート） 


・単元ごとのレポート 


・テスト直しレポート 


・学びの足跡 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス 


・ 積極的に自分の考えを他の人に発表していけるようにしましょう。失敗することを恐れずに、自分の考えを発表してく


ださい。間違えてもそこから学びを得ることができます。 
・ 授業ごとに内容理解の確認を行っていきます。細かな積み重ねをしていきましょう。問題集や小テストを利用して、授


業の復習を行ってください。 
・ 各学期にノートの提出もしてもらいます。授業中に配られたプリントは、ノートに貼っておきましょう。 
・ 「学びの足跡」を記入することで、自分の学習を振り返り、分からなかったこと、もっと知りたいことを明確にしてい


きましょう。分からなかったことは、先生や友達に聞く、さらに自分で調べてみましょう。 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・ 復習を大切にしてください。授業が行われた日に必ず授業ポイントを復習してください。 


・ 分からなかったところは、そのままにせず、次の日に先生に聞いてください。質問等は歓迎します。 


・ 問題集を購入します。授業の進行に合わせ取り組んでください。内容を振り返り、間違えた所、できなか


った所は繰り返し復習しましょう。提出日は守りましょう。 


６ 定期テスト・単元テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・ まず教科書、ノートを見直しましょう。 
・ 日々の努力が一番大切です。小さな積み重ねが大きな成果を生みます。 
・ 問題集でできなかったところに印をつけるなどして自分の課題を明らかにし、テスト前までに分かるように繰り返し練


習をしましょう。分からない所は、放課後補充教室や質問教室等で聞いて、復習をしましょう。 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


・ 計算力を付けることが大切です。問題集や小テストを利用して、計算力をアップさせてください。できなかった問題、


間違えた問題は、正解するまで繰り返し練習することが大切です。 
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・ 多くの問題に取り組み、慣れることも必要です。 
・ 作図では、定規やコンパスをきちんと使用してかけるようになることが大切です。 
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１年 理 科           週３時間                                       


  
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                         
・ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技術


を身に付ける。 
・ 観察、実験などを行い、科学的に探求する力を養う。 
・ 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。  


                                                                                  
２ 年間学習計画と単元(題材)  


月 単元名 内  容 達成目標(ねらい） 


４ 
５ 
６ 
7 


いろいろな生物とその
共通点 
 


・生物の観察と分類のしかた 
・植物の分類 
・動物の分類 
 


・生物の観察に関する技能を身に付ける。 
・生物には様々な特徴があることを理解し、共通点
や相違点によって、生物が分類できることを理解
する。 


・植物や動物のからだの共通点と相違点を理解し、
植物や動物を分類するための観点や基準を見い
だすことができる。 


９ 
10 
11 
12 
 


身のまわりの物質 ・身のまわりの物質とその性質・
気体の性質 


・水溶液の性質 
・物質の姿と状態変化 


・物質に関する実験を通して、物質の性質について
調べるや技能を身に付ける。 


・物質ごとの固有の性質や共通の性質について理
解する。 


・気体の性質とその取扱いについて理解し、実験を
通して考察する技能を身に付ける。 


・水溶液の性質及びその利用方法について理解し
活用できる。 


・温度の変化による、物質の状態変化についてモデ
ルを使って説明できる。 


12 
 1 
 2 
 3 


身のまわりの現象 
 


・光の世界 
・音の世界 
・力の世界 
 


・身のまわりの現象について基本的な概念や原理・
法則などを理解する。 


・身のまわりの現象について探究するために必要な
観察、実験などの基本的な技能を身に付けてい
る。 


・身のまわりの現象について、科学的に探究しよう
とする態度を身に付けている。 


4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 


大地の変化 
 


・火をふく大地 
・動き続ける大地 
・地層から読みとる大地の変化 


・火山活動や火成岩，火山災害についての基本的
な概念や原理・法則などを理解している。 


・地震の伝わり方と地球内部のはたらき、地震災害
についての基本的な概念や原理・法則などを理解
している。 


・地層の重なりと過去のようすについて基本的な概
念や原理・法則などを理解している。 
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３ 評価方法                                                                     
 


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理
解し、知識を身に付ける。また、観察、実験などに関する技能
を身に付ける。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 ・小テスト 


思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見いだし、規則性や関係性を
見いだして表現している。また、探求の過程を振り返ってい
る。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 ・小テスト 


主体的に学習に取り
組む態度 


自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・振り返りシート 


 
４．授業の取組についてのアドバイス 
（１）日々の授業について 
①忘れ物がないようにしましょう。 


 ②ノートは、後で見直したときに見やすいように書きましょう。 
 ③積極的に考えたり、発言したり、図や文章で表現したりしましょう。 
 
（２）実験・観察について 
 ①理科室の使い方、実験器具の使い方を守りましょう。 
 ②共同実験者と協力して取組ましょう。 
 ③方法や目的を理解したうえで、観察・実験に取組ましょう。 
 ④観察・実験の記録をとり、結果からわかることを考えて表現しましょう。 
 
５．家庭学習について 
（１）復習 
 ①その日の授業で使ったノート、プリント、教科書などをもう一度読み、授業の内容を思い出しましょう。 
 ②特に重要な内容は、その日のうちに覚えましょう。 
③時間が経って忘れた頃に再び復習し、何度も繰り返すことで、少しずつ身に付けていきましょう。 


 ④余裕があれば、要点をまとめたノートを作ってみましょう。 
 
（２）宿題 
 ①宿題に取り組むことで、自分自身で定着度を把握しましょう。 
 ②忘れていたこと、わからないこと、難しいことはノートや教科書で調べましょう。 
 ③分からないと思い込んでしまって宿題をやらない、というようなことがないようにしましょう。 
 
６．定期テスト前の取組について 
(1) 誰でも、習ったことを忘れます。忘れた頃に復習をすることが効果的です。 
(2) 習ったことの確認（記憶のインプット）ができたら、問題を解く練習（記憶のアウトプット）をしましょう。 
(3) 日頃から勉強をする習慣が大切です。テスト前に限らず、毎日勉強する習慣を付けましょう。 
 
７．苦手な人へのアドバイス  
（１）教科書の太字の語句や、「ここがポイント」を中心に復習しましょう。 
（２）教科書には各単元の最後に「学習内容の整理」のページがあります。要点がまとめてあります。 
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１年 社 会   週３時間 


 


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


    広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し我


が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に生


きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。 


 


 
２ 年間学習計画と単元(題材)  
 
 ＜ 地理的分野「世界と日本の地域構成、世界の様々な地域」＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


１ 


学 


期 


 


 


 


 


２ 


学 


期 


 


 


３ 


学 


期 


 


４ 


５ 


 


６ 


７ 


 


９ 


10 


11 


12 


 


１ 


２ 


３ 


〈地理的分野〉 
・世界と日本の地域構成 


 


 


・世界の様々な地域 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・日本の様々な地域 


 


・世界の姿 


・日本の姿 


 


・世界各地の人々の生活


と環境 


・世界の諸地域 


 アジア州 


 ヨーロッパ州 


 アフリカ州 


 北アメリカ州 


 南アメリカ州 


 オセアニア州 


 


・日本の地域的特色 


・地球儀や世界地図を活用し、経度と
緯度、大陸や海洋の分布、おもな国
々の名称と位置、地域区分を大観す
ることができる。 


・世界各地における人々の生活の様子
を自然および社会条件と関連付け
て考え、世界の人々の生活や環境の
多様性を理解することができる。 


 
・世界の諸地域について、各州の人々


の生活を通してそれぞれの州の地
域的特色を理解することができる。 


 
・日本の地域的特色を自然環境や人口


、資源・エネルギー、産業、交通・
通信の視点から、写真、図版、地図
、雨温図など、さまざまな資料を適
切に選択して読み取り、理解してい
る。 


 
  
＜ 歴史的分野「歴史の捉え方、原始・古代の日本と世界、中世の日本と世界」＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


１ 


学 


期 


 


 


 


 


２ 


学 


期 


 


 


 


３ 


学 


期 


 


４ 


５ 


 


６ 


７ 


 


９ 


10 


11 


12 


 


１ 


２ 


３ 


〈歴史的分野〉 


・歴史の移り変わりを


考えよう 


・原始、古代の 


日本と世界 


 


 


 


 


・中世の日本と世界 
 
 


・結びつく世界との 
出会い 


 


・時代区分、年表の見方 


・人類の出現と文明の 


おこり 


・日本の成り立ちと倭の


王権 


・大帝国の出現と律令国


家の形成 


・貴族社会の発展 


・世界の動きと武家政治


の始まり 


・揺れ動く武家政治と社 


 会 


 


 


 
・歴史上の人物や出来事がどの時代区


分にあたるのかを考え、時代区分を
理解することができる。 


・人類の誕生と文明の発祥の過程を理
解すると共に、我が国の国家の形成
、律令国家の確立と天皇や貴族政治
の展開、国際的な要素をもった文化
と文化の国風化など、歴史的事象に
関心をもち時代の特色を理解する
ことができる。 


・鎌倉幕府の成立と変遷、南北朝の動


乱と統一、東アジアの国際関係につ


いて理解することができる。また、


武家社会と貴族社会の違いをふま


えて中世がどのような時代だった


のかを理解することができる。 
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３ 評価方法 
 


各 観 点 評 価 規 準 評価方法 


知識・技能 ・資料を適切に活用して、ワークシートに取り組んで


いる。 


・テストにおいて資料から適切な解答ができている。 


・社会的事象についての理解を深め、知識を身に付け


ている。 


・テーマに沿ったレポートを作成できている。 


・ワークシート 


・レポート作成 


・定期テストにおけ


る資料読み取り問


題 


思考・判断・表現 


 


・テーマに沿ったレポートに自分の考えを表現するこ


とができる。 


・テストにおいて、記述問題に解答できている。 


・作成したレポートやスライドを簡潔にまとめ分かり


やすく発表できている。 


・ワークシート 


・レポート作成 


・定期テストにおけ


る記述問題 


主体的に学習に取


り組む態度 


・予習、復習を含めた授業準備をし、授業に臨んでい


る。 


・社会の動きを新聞やニュースなどから読み取り理解


し関心をもっている。 


・作成したレポートやスライドに自らの意見や考えを


まとめられている。 


・提出物 


（ノート、ワークな


ど） 


・定期テスト 


・レポート発表 


 


４ 授業の取組についてのアドバイス 


 ・黒板に書かれたことは、その時間の記録です。ワークシートやノートに必ず書き写しましょ


う。 


字は丁寧にはっきりと書き、色ペンなどで工夫しまとめましょう。 


・分からないことをそのままにしないで、休み時間や放課後を利用し積極的に質問しましょう。 


 ・タブレットは大変、便利な文房具です。積極的に活用し技能を身に付けましょう。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・宿題について・・・宿題はやらねばならない課題です。教科書を読んで取り組んでかまいま


せん。丁寧に調べて取り組みましょう。また、普段から漢字を使う努力


をしましょう。 


・復習について・・・授業で学習した部分は、教科書やプリントを読み直してその日に復習を


しましょう。疑問に思ったことは、調べたり先生に質問したりしましょ


う。 


 


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス 


・ノートには授業の要点がまとめられています。ノートを中心に勉強しましょう。 


 ・資料から情報を読み取る問題も出題します。資料集の統計資料や写真などをよく確認してお


きましょう。 


 


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス  


 ・毎時間の授業では黒板に書いたことを丁寧にノートに書き写すようにしましょう。 


 ・授業の復習を丁寧にやりましょう。（復習のやり方は５で説明した通りです） 
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１年 美 術 １.３時間／週                             
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


○ 新しく美術の活動に取り組み美術の愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく意欲と態
度を育てる。 


○ 対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や形や色彩などによる表現
の技能を身に付け、意図に応じて創意工夫し美しく表現する能力を育てる。 


○ 自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に対する関心を高
め、良さや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てる。 


 
２ 年間指導計画と単元（題材） 


学
期 月 単元・題材名 学習内容 達成目標（ねらい） 


１ 
 


学 
 


期 


４ 
 
 
５ 
６ 
 
７ 


鉛筆デッサン
（絵画） 
 
色彩の整理（デ
ザイン、絵画） 
 
世界の文化遺産
（鑑賞） 


・明暗の調子を鉛筆で描き分ける。
（対象物の立体感を表現する） 


・ 無彩色と有彩色、色の三要素と
三原色、色の調子や対比、感情な
ど色の持つ性質や働きを学ぶ。 


・文化遺産の良さや美しさ、当時の
人々の願いや意図と工夫、美術文
化について考え鑑賞する。 


・鉛筆による明暗の幅を広げ立体
的な表現で描くことができる。 


・色彩の物さまざまな特質や色の
混色を学び、作品の表現や生活
に生かしていく力を育む。 


・世界の文化遺産を通して、その
美しさや良さを感じ取る鑑賞能
力を育て、美術文化に対する関
心を高める。 


８ 夏休みの課題
（絵画 


・「健やかカレンダー」を制作し、
出品する。 


・今まで学んだことを生かすこと
ができる。 


・テーマに沿って創意ある作品を
描く。 


２ 
 


学 
 


期 


９ 
 
10 
 
11 
 
 
12 


名前のレタリン
グ（デザイン） 
 
鉛筆デッサン
（絵画） 
 
 
日本の文化遺産
（鑑賞） 


・美しく、読みやすい文字のデザイ
ンを身に付ける。 


 
・色面の配色を工夫し、文字を引き


立たせる構成を考える。 
・鉛筆で自分の手を描き、表現する


力を高める。 
・日本の文化遺産について学び、鑑


賞する。 


・レタリングの基礎を学び、豊か
に構成する能力や基礎的技法を
身に付けることができる。 


・多様な表現方法でデッサン力を
高め、工夫し美しく描く能力を
育てる。 


 
・日本文化に関心を持ち、意欲的


に鑑賞に取り組むことができ
る。 


３ 
 


学 
 


期 


１ 
 
２ 
３ 


絵文字レタリン
グ（絵画） 
 
日本と西洋の美
術史（紀元前～
14 世紀） 


・伝えたい内容を多くの人に伝える
ために、形や色彩などの効果を生
かして作品を制作する。 


・日本と西洋の美術史を比較しなが
ら学び、当時の人々の意図や造形
的な良さに関心をもって鑑賞す
る。 


・主体的に美術の活動に取り組
み、心豊かな生活を創造してい
く意欲と態度を高める。 


・日本と西洋の美術文化に触れ
て、基礎的な知識を知り、意欲
的に鑑賞に取り組む。 


 
３ 評価方法 


観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


○制作用具の基本的な扱い方を理解し、正しく使って
自分の思いどおりの作品に仕上げることができる。 


○テーマの意味や素材の特徴を理解し、自分の作品に
生かし仕上げることができる。 


・アイディアスケッチ 
・完成作品 
・ワークシート 
・定期テスト 
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○想像力を働かせて、作品に表された作者の心情や意
図、そして表現の工夫を感じ取り、多様な表現のよ
さや美しさなど味わい理解し鑑賞に親しむことがで
きる。 


思考・判断・表現 


○ものをよく見る力、気付き発見することができる。 
○豊かな感情や考え、空想力や想像力を広げイメージ


することができる。 
○新しいもの、斬新なもの、ユニークな物もの考え出


すことができる。 
○作品を通してコミュニケーションや意見の交換を


し、お互いの良さや個性などを理解し合うことがで
きる。 


・アイディアスケッチ 
・完成作品 
・ワークシート 
・定期テスト 
 


主体的に学習に 
取り組む態度 


○より良いものを作り出そうとする態度 
○課題の理解から完成した作品まで、良い表現のため


工夫や方法を導き出そうとする姿勢 
○自他の作品に愛着を持ち大切にしようとする気持ち 
○授業中に行うことに対しての知識と理解 


・授業態度 
・アイディアスケッチ 
・作品完成 
・ワークシート、鑑賞プ


リント 
・提出物、忘れ物、 


後片付け 
 
４ 授業の取り組みについてのアドバイス 


○ 授業の受け方と心構え 
・ 「授業は学びの場」であることを忘れずに、集中して自分の課題、作業に取り組みましょう。ま


た、他の人の集中の妨げにならないように注意しましょう。 
○ 授業に準備するもの 


・ 教科書、資料集、筆記用具（美術では鉛筆、消しゴムを必ず用意してください）以上 3 点が基本
的な持ち物です。その他、課題によって用意するものがありますが、事前に授業で連絡します。 


・ 限られた時間を大切に使うために忘れ物をしないようにしてください。 
 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・ 美術の時間は、週に１～２時間しかありません。課題に対してのアイディアや構想は美術の時間
だけでは不足しがちです。授業中で考えたことは家庭学習でまとめておき、次の時間にスムーズ
に入れるようにしておきましょう。 


・ 普段の生活の中から課題を常に意識して「面白いもの、楽しいもの、きれいなもの」など参考に
なりそうなものを記憶に留めておきましょう。できれば写真を撮っておいたり、スケッチしたり
して、自分なりの参考資料を増やしておきましょう。 


 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・ 美術のテストは課題、目的、内容、実践方法などの授業中の確認事項が主になります。教科書、
資料集、プリント、ワークシート、板書などを復習しておきましょう。 


 
７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


美術は上手に描けないから苦手だと思う人がいると思いますが、一番大切なことは絵が上手に完成す
るということではないのです。 


ひとつの作品が出来上がるまで、いろいろと考え、工夫して、それが少しずつ出来上がっていく、そ
のプロセスが一番大切だということです。最初から上手に描こうとせずに毎回の授業を一生懸命取り組
んで少しずつ出来なかったことが出来て、作品が完成していくことや分からなかったことが理解できて
いく、その積み重ねが豊かな感性や発想、表現力を深めて伸ばしていく結果につながります。根気強く
一歩一歩作品完成までのプロセスを楽しみながら学んでいってください。 
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１年 英 語 週４時間       
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えな
どを理解したり表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を以下のように育
成することを目標とする。 


（１）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用でき
る技能を身に付けるようにする。 


（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題に
ついて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝えあっ
たりすることができる力を養う。 


（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しな
がら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 


 
２ 年間学習計画と単元の評価規準 
 


学期 月 単元 学習内容 達成目標(ねらい) 
 
 
１ 
 
 
 
学 
 
 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 


4 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
 
 
 
 
 
   
 
10 
 


Let’s Be Friends! 
 
 
 
 
  
Unit 1 
Here We Go! 
 
 
 
 
Daily Life 1 
国際郵便 
 
 
Unit 2 
Club Activities  
 
 
 
 
 
Unit3 
Enjoy the Summer  
 
 
 
 
 
World Tour1 
世界の中学生 
 
 
 
 
 
 
 
Unit 4 
Our New Friend 
 
 
 
 
Unit 5 
This Is Our School 
 
 
 


・コミュニケーションで 
  大切なことを確認し、 
 ペアで気持ちをたずね 
 合ったり、会話を聞い 
 て場面を考えたりする。 
 
・I’m ～. I (don’t) like  
 ～.I can [can’t] ～. 
 を使った文を聞いたり、 
 それらを使って話したり 
 書いたりする。 
 
･海外宛ての送り状に、 
 宛名や住所を書く。 
 
 
･Are you ～? Do you 
 ～ ? Can you ～ ?を 
 使った会話を聞いた 
 り、Are you ～? を 
 使って話したり書いた
りする。 


 
・What do you ～を 
 使った会話を聞い 
 たり、What do  you  
 ～?を使って話した


り、その答えを書い 
 たりする。 
 
･インタビューを聞い 
 て、世界の挨拶や 
 中学生の生活の様子を 
 知り、印象に残った 
 ことを話し合う。 
 
 
 
･He / She is ～.を 
 使った人の紹介を聞い
たり、He / She is ～.
やその疑問文、Who’s
～?を使って話したり 


 書いたりする。 
 
･where や when で始まる 
 疑問文を使った会話を 
 聞いたり、疑問文を 
 使って話したり書いた
りする。 


・基本的な英語の音声を理解し、意識すれば発音でき
る。 


・英語の文字に親しみ、正しく書くことができる。 
・会話を聞いて、ふさわしい場面の絵を選ぶことができ
る。 


 
 
・会話から、その人の情報を聞き取ることができる。 
・自己紹介カードに、自分の情報を書くことができる。 
 
 
 
・海外宛ての送り状に、宛名や住所、自分の名前 
 などを書くことができる。 
 
 
・会話から、好みや得意なことなどを聞き取ること 
 ができる。 
・好きなことや得意なことなどについて、たずね合


うことができる。 
 
 
 
・インタビューから、したいことなどを聞き取るこ


とができる。 
・夏休みにしたいことについて、アンケートを取る 
 ことができる。 
 
 
 
・世界の挨拶や、中学生の生活の様子を知ることが


できる。 
 
 
 
 
 
 
・6 人の中学生のプロフィールを読んで、共通点、 
 相違点を見つけることができる。 
・自己紹介をし合い、お互いの共通点、相違点を 
 見つけることができる。 
 
 
 
・人物紹介から、基本的な情報を聞き取ることが 
  できる。 
・身近な人などについて、基本的な情報を紹介する 
  ことができる。 
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３ 
 
学 
 
期 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
3 


Daily Life 2 
落とし物 
 
 
 
 
Unit 6 
Cheer Up、 Tina  
 
 
 
 
 
Daily Life 3 
カフェ 
 
 
 
 
World Tour 2 
世界の時刻 
 
 
 
 
Let’s Read 1 
What Am I? 
 
 
 
You Can Do It! 2 
「ドリームファミ
リー」を紹介しよう 
 
 
 
 
Unit 7 
New Year Holidays 
in Japan  
 
 
 
Daily Life 4 
ウェブサイト 
 
 
Unit 8 
Getting Ready for 
the Party  
 
 
Daily Life 5 
ラジオの中継 
 
Let’s Read 2 
The Lion and 
the Mouse 
 
 
You Can Do It! 3 
学校行事の紹介
ページを作ろう 
 
 
Let’s Read more  
My Japanese 
Lessons 


･落とし物の持ち主を探
すやり取りを演じた
り、モデルを参考に 


 して自分たちで考えた 
 やり取りをしたりする。 
 
･3 人称単数を主語とする 
 一般動詞の肯定文や 
 疑問文を使った家族の 
 紹介を聞いたり、その 
 文を使って話したり 
 書いたりする。 
 
･飲食店で注文するやり  
 取りを演じたり、 
 モデルを参考にして 
 自分たちで考えた 
 やり取りをする。 
 
･日本を午後 10 時とした 
 ときの各国の時刻を 
 予想し、電話での 
 会話を聞いて時刻を 
 確かめる。 
 
･説明文から”I”につい 
 ての情報を読み取り、 
 What am I? の答えを 
 理解する。 
 
･グループごとに「ド
リームファミリー」 
を紹介し、CM に採用 
する「ドリームファミ 
リー」をクラスで決定   
する。 
 


･一般動詞の過去形使った
話を聞いたり、一般動   
詞の過去形を使って話し
たり書いたりする。 


 
 
･見出しや写真を参考に 
 して、ウェブサイトから 
 必要な情報を読み取る。 
 
･現在進行形の肯定文や 
 疑問文を使った会話を 
 聞いたり、使って話し 
 たり書いたりする。 
 
･ラジオの中継から現地の 
 様子を聞き取る。 
 
･キーワードから物語の 
 内容を予想し、物語を 
 読んであらすじを 
 つかむ。 
 
･学校行事のウェブサイト 
 から自分たちと同じとこ
ろや違うところを知り、自
分たちの学校を紹介する。 
 
･レポートの要点を理解 
 し、日本語と英語の違い 
 について感想や意見を 
 もつ。 


・学校公開の案内状から、時間や場所などを読み取
ることができる。 


・お気に入りの学校内の施設について、たずね合う 
  ことができる。 
 
 
・代名詞の使い方を理解することができる。 
・紹介文から、その人物が誰かを読み取ることが 
 できる。 
・身近な人の基本的な情報を伝える紹介文を書く 
 ことができる。 
 
 
・飲食店で注文するやり取りができる 
 
 
 
 
 
・日本と世界の時差について知ることができる。 
 
 
 
 
 
・説明文から”I” についての情報を読み取ること 
  ができる。 
 
 
 
・「ドリームファミリー」の紹介から、家族の情報 
  を聞き取ることができる。 
・グループで考えた「ドリームファミリー」を紹介 
  することができる。 
 
 
 
・はがきから、出来事や感想などを読み取ることが 
  できる。（R-1） 
・冬休みの出来事や感想などを伝えるはがきを書くこと 
  ができる。（W-1） 
 
 
・ウェブサイトから必要な情報を読み取ることができる。 
 
 
 
・写真の説明から、その場の状況を聞き取ることができる。 
・写真に状況を説明するキャプションを書くことができる。 
 
 
 
・ラジオの中継から現地の様子を聞き取ることができる。 
 
 
・物語からあらすじを読み取ることができる。 
 
 
 
 
・学校紹介のウェブサイトを読んで、自分たちの学校と 
  同じところや違うところを見つけることができる。 
・グループで学校行事の紹介ページを作ることができる。 
 
 
・まとまった分量の英文の概要を読み取り、感想や意見 
  をもつことができる。 
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３ 評価方法 


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・英語の単語や語句、文法など英語の特徴やき
まりについての基本的な知識を身に付けてい
る。（知識） 


・既習事項を用いて、コミュニケーションに支
障がない程度に正確に話したり、書いたり、
聞いたり、読んだりすることができる。 


（技能） 


定期テスト、単語テスト、英文テ
スト、リスニングテスト、 
パフォーマンステスト（音読テス
ト、インタビューテスト、スピー
チなど） 


思考・判断・表現 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的 
な話題や社会的な話題について、外国語で 
簡単な情報や考えなどを理解したり、これ 
らを活用して表現したり伝え合ったり、書
いたりすることができる。 


定期テスト、リスニングテスト、
パフォーマンステスト（音読テス
ト、インタビューテスト、スピー
チなど） 


 
主体的に学習に取り組む
態度 
 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的な 
話題や社会的な話題について、外国語で 
簡単な情報や考えなどを理解しようとした
りこれらを活用して積極的に表現しようと
したり、伝え合おうとしたりしている。 


パフォーマンステスト（音読テス
ト、インタビューテスト、スピー
チなど） 
授業中の観察、実技テスト中の観
察、振り返りシート、提出物 


 
４ 授業の取り組みについてのアドバイス 
 ・英語も日本語と同じ言葉です。間違いを恐れずに、まずは英語を使ってみる（英語を自分で発し


てみる・英語でコミュニケーションをとってみるなど）ことが大切です。文法が完璧に合ってな
くても、伝えようとする姿勢を見せることで伝わることがあります。 


・自分だけでわからない場合は、まわりの人（友達や先生）にどんどん聞いてみましょう。わかる 
人にとっても、「ほかの人が理解できるように教える」ことで理解を促進させることができます。 


・完璧に英文が理解できたら、音読をしましょう。音読することで、英語の正しい発音やリズムが
身につくだけでなく、長文読解やリスニング対策にもつながります。 


 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・自分にとって必要な学習内容を考えながら、自主学習に取り組みましょう。最初はまわりの友達の勉強方
法を真似しながら様々な学習方法を試してみることで、自分にとって効率がよい方法を見つけられるよう
になるはずです。 


・４にも書いた通り、言語学習には音読がとても大切です。意味や文法事項が理解できている英文を、家庭
でも自主的に、何度も繰り返し声に出して読むことが、様々な力につながります。 


・音読練習したものを参考に、自分で新しい英文を作って声に出したり書いたりするとさらに効果的です。 
 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・単語がとても大切です。今まで習った英単語の意味がわかる（できれば書けたほうが良いでしょう）よ
うになる必要があります。普段からコツコツ取り組みましょう。次は今回の試験範囲の文法事項を理解
し、問題が解けるかの確認をしましょう。（特にプリントやワークの間違えたところは何度も取り組み
ましょう） 


・長文対策・リスニング対策や文法の定着のためには、日々の音読や問題演習がとても大切です。（上の
４、５にも書いてあります） 


 
７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


・まずは単語の意味がわかれば、大体の英文のイメージはつきます。単語の意味が分からないと、いくら文
法のルールがわかっていても英文を理解することはできません。何度も繰り返し、英単語を覚えましょう。 


・また、英語の語順は日本語と全く違うので、慣れていきましょう。 
・英語は積み重ねの教科（１年生で習ったことが２年生でも出てきて、２年生で習ったことが３年生でも出
てきます）です。わからないこと、できないことは決して恥ずかしいことではないので、つまずいた時に
すぐ、まわりの人を頼りながら解決していくことがとても大切です。 


・音読練習に取り組みましょう。教科書の本文だけでいいので、文法事項などが分かるようになったら、す
らすら読めるようになるまで大きな声で繰り返し練習しましょう。短時間でもよいので、 毎日取り組む
と効果が出ます。 
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１年 音 楽  週１．３時間                   
 
                                                                                   
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                         


○みんなで音を出すことの楽しさを体験し、音や音楽に対する関心をもち、豊かに音楽を感じる心


を育む。 


○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取って表現するための基礎となる、発声の仕方や楽器の奏法な


どを身につけ、表現する力を養う。 


○日本の心の歌や日本の伝統的な音楽、和楽器に触れることによって、古くから受け継がれてきた


日本人の心を感じ、表現する態度を養う。 
 
２ 年間学習計画と単元 


学期 月 単元名 内  容 達成目標(ねらい） 


 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 


 


４ 


 


 


 


５ 


 


 


 


 


 


 


６ 


 


 


 


 


７ 


 


 


９ 


10 


 


 


10 


11 


 


12 


 


 


１ 


 


 


２ 


 


３ 


歌唱「校歌」 
 
創作「ことばとリズム」 
 
 
 
器楽 アルトリコーダー 


「喜びの歌」  
 
鑑賞「四季」より春 
 
 
 
歌唱「赤とんぼ」 
 
 
混声合唱 
「君をのせて」 


課題曲 
 
混声合唱  


合唱「課題曲」 
  「自由曲」 


 
 
器楽・箏「さくらさくら」 
鑑賞「六段の調べ」 
 
器楽・アルトリコーダー 
  「聖者の行進」 
 
鑑賞「魔王」 
 
器楽・ギター 
  「カントリーロード」 
 
 
鑑賞「越天楽」 
 


 


・校歌の歌詞の内容を理解
し、暗唱する。 


・さまざまなリズムを言葉に
リンクさせ、言葉にはリズ
ムがあることに気付く。 


 
・アルトリコーダーの基本的


な奏法を習得する。 
 
・弦楽器について知り、詩を


もとに情景をイメージし
ながら曲想の変化を聴き
取る。 


・歌詞の内容や曲想を感じ取
って歌唱表現を工夫して
歌う。 


・曲想を感じ取り、速度や強
弱の変化を生かした表現
をする。 


 
 
・各声部の役割や音の重なり


特徴を感じ取って表現す
る。 


・箏の音色を味わい、実際に
奏でる楽しさを味わう。 


・箏曲を鑑賞し演奏の参考に
する。 


・アルトリコーダーの基本的
な奏法を習得する。 


 
・声やピアノの音色、登場人


物の心情や情景を表した
旋律を知覚する。 


・ギターの基本的な奏法を習
得する。 


 
・雅楽の楽器について知り、


雅楽のよさや美しさを味
わう。 


・上石神井中学校の一員として、自信を
持って校歌を歌う。 


・さまざまなリズムを知覚し、言葉とリ
ンクさせてリズム打ちする。 


・ことばと音符の関係を理解して、８小
節の楽譜を完成させる。 


・アルトリコーダーの特性を知り、基礎
的な奏法を身に付ける。 


 
・バロック音楽の特徴をつかみ、曲の構


成と曲想の変化を感じ取る。 
 
 
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関


わりについて理解して歌唱している。
 
・声部の役割を生かした音楽表現をする


ために必要な発声、発音、呼吸法など
の技能を身に付けて歌う。 


・基本的な発声法を習得し、声を豊かに
響かせる。 


・自分のパートだけではなく、他のパー
トとの音の重なりを感じながら演奏
する。 


 
・日本の伝統的楽器に興味をもち、後世


に伝えていく態度を養う。 
 
・楽器の音色や響きと奏法との関わりを


理解し基礎的な奏法を身に付ける。 
 
・詩と音楽とのかかわりを感じ取り、言


葉で説明する。 
 
・楽器の音色や響きと奏法との関わりを


理解し基礎的な奏法を身に付ける。 
 
・日本の伝統的楽器に興味をもち、後世


に伝えていく態度を養う。 
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３ 評価方法                                                                     


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解して
いる。 


・正しい奏法で演奏することができる。 
・基本的な発声法で、豊かに声を響かせて歌うことがで


きる。 
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能


を身に付けている。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


思考・判断・表現 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受している。 


・知識や技能を得たり生かしたりしながら歌唱や器楽表
現を創意工夫している。 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、知覚したこと
を感受して、まとまりのある創作表現を創意工夫して
いる。 


・楽曲の時代背景やその特徴をとらえ、音楽を自分なり
に評価しながら、よさや美しさを味わって鑑賞してい
る。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


主体的に学習に取
り組む態度 


・音や音楽、音楽文化に興味をもち、主体的、協働的に
表現する活動に取り組んでいる。 


・主体的、協働的に音楽を鑑賞し、学習活動に取り組も
うとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・授業プリント 
・定期考査 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                       


  ・教科書２冊、マイソング、ファイル、アルトリコーダー、 


筆記用具の忘れ物をしない。（すべてバッグに入れてロッカーに置いておく。） 


 ・積極的に授業を受け、授業中に私語をしない。 


 ・課題に前向きに取り組む。 


  


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                     


 ・歌唱、合唱曲については歌詞を読み、歌詞の理解を深める。 


 ・鑑賞した楽曲などは背景や特徴について調べ学習をする。 


 ・ワークシートや教科書を使って復習をする。 


 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                              


・授業で配布されたプリントを覚える。 


 ・歌詞や作詞作曲者、音楽用語などの基本的事項を覚える。 


 ・音楽を形づくっている８要素について理解をして覚える。 


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


 ・歌うことが苦手、リコーダーが苦手など、苦手意識をもっている人は、失敗や間違えを恐れずに


何度も練習しましょう。できないことを隠すのではなく、積極的に授業で質問してください。ど


こでつまずいているのか分かれば、アドバイスすることもできます。 


・上手な人の近くで練習するのも良い方法です。 


・苦手な人ほど積極的に前向きに授業に取り組みましょう。 
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